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衛星搭載マ イク ロ 波放射計 AMSR2に よる陸域水循理観測
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1，は じめに

　 水循環 は 時間的 に も空 間的 に も変動性 が 大 き

く、その 変動の メ カ ニ ズ ム を理 解する こ とは重要

で あ る。ま た 、温暖化に代表 され る気候変化は 、

水循環 を変 えて き て い る こ とが IPCC 第 4 次評

価報告 で も示 されて お り、過去 の 変化過程 を明 ら

か に して 、現在の 変化をモ ニ ターする能力 を開発

しな けれ ばな らない 。 衛星 マ イ ク ロ 波 リモ
ー

ト

セ ン シ ン グは 、水 の 誘電率が マ イ ク ロ 波帯で 特異

な性質 を有 す る こ とか ら水文量 の 観測に適 して

お り 、 広域情報収集の た め の 有効な手 段 とな る。

と りわ け、第
一

期水循環変動観測衛星 GCOM −W1

に 搭 載 さ れ た 高 性 能 マ イ ク ロ 波 放 射 計 2

（AMSAR2 ）は、1450km の 広 い 観測幅 を持 ち、1

〜2 日の 高頻度で全球 を観測可能 であ る。ま た、

従来 の AMSR ！AMSR −E と合わせ る と既に 10 年

近 くの データが 蓄積 され て い る ． 本発 表 で は 、

AMSR2 に よる陸域観測の 概要に つ い て紹介す る 。

2、AMSR2陸域 プロ ダク ト

　AMSR2 で は 陸域 プ ロ ダク トと し て AMSR 　l

AMSR −E と同様に 土壌水分 1）と積雪深 2）の 2 つ の

プ ロ ダク トが JAXA より提供 され る予 定であ る 。

これ らは、主に モ デル 研究 など分野 で利用 され て

きたが 、最近 では、海外 の 大規模耕作地 の 監視 な

どに も利用 され っ っ ある。例 えば、米国南部の 耕

作地に おける 2011 年の 土壌水分の 変化を示 した

図 1 で は、2 月以降、平年値 を下回る乾燥 した状

態が継続 して い る様子 を とらえて い る 。

3．陸域プ ロ ダク トの 高度化

　各プ ロ ダク トに は 幾 っ か の 問題 点 が指 摘 され

て い る 。 土壌水分アル ゴ リズ ム で は極度に乾燥 し

た条件下 にお い て過大評価 とな る傾向が あ り、積

雪ア ル ゴ リズ ム で も凍結土壌 を積雪 と し て 誤 認

して 過大推 定 となる な ど の 問題 点が 明 らか に な
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図 1： 米国テキサ ス 州 の 耕作地域にお ける土壌水分

の 変化 （2011年 ，10 日間領域平均）

っ て い る。これ らは基本 となるマ イ ク ロ 波放射伝

達 の モ デル 化や逆解析 時の 簡略化 に起 因す る影

響が 大きく、改善に 向けて高度化に 取 り組 んで い

る 3》4）5）。また、マ イ ク ロ 波放射計を用 い た陸域 の

同化手法 6）の 開発 も進 め て い る 。 同化 に よ っ て 土

壌や積雪だ け で は なく、降水や フ ラ ッ ク ス など も

算出可 能で 、衛星観測の み で は 難 し い 時間的に 連

続 し たデー
タ を得 る こ とが で きる。発 表で は、こ

の よ うな最近の 取 り組 み に つ い て も紹介す る 。
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